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１．都市の将来像 ～目標年次、目標人口、立地適正化計画における将来像～

2

立地適正化計画は都市計画マスタープランの一部とみなされることから、本計画の目標年次等は、
都市計画マスタープランで定めた目標年次等とします。

＜都市計画マスタープランにおける都市の将来像＞



１．都市の将来像 ～将来都市構造図～
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都市計画マスタープランに従って各地域の既存拠点を中核都市拠点、地域都市拠点、地域都市拠点
等と位置づけ、地域特性を生かした拠点の形成と連携を図ります。

＜都市計画マスタープランにおける将来都市構造図＞



２．基本方針 ～立地適正化計画における都市づくりの目標～
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都市計画マスタープランにおける「都市づくりの目標」を踏まえることとします。

＜都市計画マスタープランにおける都市づくりの目標＞



２．基本方針 ～コンパクト・プラス・ネットワークの実現に向けた課題～
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コンパクト・プラス・ネットワークの実現に向けて５つの課題を整理しています。

＜コンパクト・プラス・ネットワークの実現に向けた主要課題＞

１
市街地における人口密度の維持と利便性の高い居住地の形成
• 将来にわたって利便性の高い都市サービスが継続できるよう、土地利用コントロールや都市機能の適正配置により「コンパ
クト・プラス・ネットワーク」の考えに基づいた都市構造への転換を図る必要がある。

• 無秩序な開発を抑制しつつ、都市基盤が整った利便性の高い居住地を形成する必要がある。

２
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくり
• 山間部や沿岸部の周辺地域におけるコミュニティの維持や生活を支えるサービスの提供が困難になるおそれがある中、各地
域において日常生活に必要な身近な機能を備えた生活拠点の維持を図る必要がある。

３
生活拠点をつなぐ公共交通ネットワークの構築
• 若者や高齢者をはじめ、誰もが移動しやすい環境を整えるとともに、本市の状況に合わせた地域間の公共交通ネットワーク
を構築することが必要。

４
市外への人口流出を抑制し、市の発展を支える都市拠点の機能充実
• 中核都市拠点及び地域都市拠点において、市や地域の発展を支えるために必要な都市機能の維持・充実を図る必要がある。
• 都市施設が整った用途地域内においては、高い快適性と利便性を備えた質の高い居住地の形成を図る必要がある。

５
自然災害に対する安全な暮らしの確保
• 今後起こりうる自然災害に対する防災・減災対策を進める必要がある。
• 災害リスクの低い地域への都市機能や居住の誘導を図る等、都市機能の適正化が必要。



２．基本的な方針 
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「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考え方に基づき、用途地域外における無秩序な開発を抑制するとともに、都市機能が集積する拠点や公
共交通の利便性が高い地域への居住誘導を図ります。誰もが生活サービスを身近に利用できる、快適で利便性の高い居住地の形成を目指し
ます。

方針①　利便性が高く、快適な環境が整った居住地の形成

人口減少によるコミュニティの衰退や生活サービスの低下を防ぐため、各地域において日常生活に必要な身近な機能を備えた生活拠点の維
持を図り、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちづくりを進めます。

方針②　住み慣れた地域で暮らし続けるための生活拠点の形成

地域に合った公共交通ネットワークを構築し、誰もが安心・安全に移動できる環境を整備することで、地域内の生活利便施設へのアクセス性
を高めるとともに、地域間の交流・連携を促進します。

方針③　誰もが移動しやすい公共交通ネットワークの構築

市全体の発展を支える中核都市拠点及び地域の発展を支える地域都市拠点において、市民生活を支える医療・福祉・子育て・商業・文化等の
都市機能を維持・誘導し、利便性の高い魅力ある拠点づくりを推進します。

方針④　都市機能の維持・誘導による都市の魅力向上

災害ハザードエリアから安全な地域への居住誘導を図るとともに、ハード・ソフトを組み合わせた総合的な防災・減災対策を推進し、居住地の
安全性向上を図ります。【防災指針】

方針⑤　災害リスクを踏まえた安全・安心な居住環境の確保

主要課題に対応した５つの基本的な方針を設定します。



３．居住誘導区域設定の考え方 
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次のような都市基盤が整った既存市街地等へ居住誘導することを
基本に、総合的に判断して居住誘導区域を設定します。

 ・都市計画マスタープランに位置づけた生活に関わる拠点
 ・居住が集中し、一定の人口密度の地域
 ・生活に必要な施設が集積している利便性の高い地域
 ・公共交通の利便性が高い地域

居住誘導区域の設定

都市計画マスタープランの拠点

居住が集中している地域

生活利便施設が集積する地域

公共交通の利便性性が高い地域

※災害の危険性の高い地域を除く

《参考》都市計画運用指針（抜粋）
 
 居住誘導区域は、人口減少の中にあっても一定のエリアにおいて人口密度を維持
することにより、生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を
誘導すべき区域である。このため、居住誘導区域は、都市全体における人口や土地
利用、交通や財政、災害リスクの現状及び将来の見通しを勘案しつつ、居住誘導区
域内外にわたる良好な居住環境を確保し、地域における公共投資や公共公益施設の維持
運営などの都市経営が効率的に行われるよう定めるべきである。【居住誘導区域の基
本的な考え方】

• 都市計画マスタープランで中核都市拠点、地域都市拠点に位置づけている地域
• 上記以外の用途地域（工業専用地域、工業地域を除く。）
• 都市計画マスタープランで用途地域又は特定用途制限地域の指定を検討すること
としている地域

• 都市計画マスタープランで地域生活拠点に位置づけている地域
　　　※佐田地域は都市計画区域外であり計画の対象区域外であるため、誘導区域の対象外ですが、
　　　　　多伎及び湖陵の地域生活拠点との整合性を図りながら、位置づけを検討する必要があります。

居住誘導区域として考えられる地域



４．都市機能誘導区域設定の考え方 
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既に都市機能が集積し、市及び地域の発展を支えることとしている中核都市拠点、地域都市拠点に都
市機能誘導区域を設定します。

中核都市拠点では、宍道湖・中海圏域をけん引する都市の中核として、商業・業務、情報ビジネス、行政
サービス、宿泊、都市型居住、医療・福祉、文化、高度教育機能等の都市機能の集積を図ります。
地域都市拠点では、中核都市拠点に次ぐ拠点として、商業・業務、行政サービス、都市型居住、医療・福
祉等の都市機能の集積を図ります。

＜市民生活に関わる拠点＞ ＜誘導施設の例＞



５．公共交通ネットワークの考え方 
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出雲市地域公共交通計画に基づき、地域と地域をつなぐネットワークの強化や中心市街地形成エリアの
利便性の向上等により、使いやすく持続可能な公共交通の実現を図ります。

＜将来の公共交通ネットワーク＞ ＜市民アンケート調査結果＞



６．住み慣れた地域の暮らしの考え方 
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各地域において日常生活に必要な機能を備えた拠点の維持・形成を図ります。
公共交通でつながり、どこに暮らしていても安心して住み続けられるまちづくりを進めます。

＜市民アンケート調査結果＞


